




（各府省事務次官等）殿

総人恩給第1247号
平成19年10月30日

綺　務　事　務　次　官

「行政及び公務員に対する国民の信頼回復と

服務規律の海保等のための推進方策」について

「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成19年10月30日閣議決定）に

おいて、行政及び公務員に対する国民の信頼回復のため、厳正な服務規律の確保等に
ついて政府全体として徹底を図ることとされたことを踏まえ、行政及び公務員に対す

る国民の倍額回復と服務規律の確保等のための推進方策として、下記の措置を講ずる
ことにより、改めて厳正な服務規律の確保及び公務の適正かつ能率的な運営を図って

いただくよう、格段の酉己鹿をお顔いいたします。
なお、所管の特定独立行政法人にもこの号周知徹底顧います。

貫己

1．法令等に違反する行為に対する厳正な滞置の実施

（1）各省コンプライアンス（法令順守）担当との連携により、準令等に違反する行為
の早期発見に努めること。

（カ　法令等に違反する行為が生じた場合、速やかに実情を調査し、できる限り早期

に処分権者へ情報を報告し、指示を仰ぐこと。

（3）「懲戒処分の指針について」（平成12年3月31日人事院事務総長通知）等を

踏まえ、事案に即して懲戒処分や刑事告発を含めた厳正な措置を執ること。

2．勤務実績等の的確な把握による厳格な分限処分の実施

「職員が分限事由に該当する可能性のある場合の対応措置について」（平成18年

10月13日人事院事務揺局人材局長通知）等を踏まえ、勤務実績等の的確な把握に

より、分限制度の趣旨にのっとった厳格な対処を行うこと。

3．透明性の向上

（D　懲戒処分を行った場合は、「懲戒処分の公表指針について」（平成15年11月10
日人事院事務総長通知）等を踏まえて迅速な公表を行うこと。

（カ　懲戒・分限申状況l与ついては、人事院においてこれを四半期ごとに公表するよ
う要請したので、＿必要な協力をされたいこと。


